
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
の
一
一
月
、
昭

憲
皇
太
后
（
明
治
天
皇
の
皇
后
）
の
命
で
香

川
敬
三
皇
后
宮
大
夫
（
皇
后
宮
の
長
官
）
が

養
育
院
の
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
養
育
院
の

職
員
は
院
内
を
「
隈
な
く
」
（
渋
沢
栄
一
述

「回
顧
五
十
年
」）
案
内
し
ま
し
た
。

養育院を支えた
皇后陛下の御下賜金

櫻園通信 83 令和5年2月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター

皇
后
宮
大
夫
の
視
察
か
ら
八
日
後
、
「
皇
后
陛

下
思
召
を
以
て
、
其
府
養
育
院
へ
一
ヶ
年
六
百

円
下
賜
せ
ら
る
」と
下
賜
金
の
思
命
が
下
り
、
た

だ
ち
に
東
京
府
と
養
育
院
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
養
育
院
へ
の
下
賜
金
の
は
じ
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。
養
育
院
へ
の
毎
年
の
下
賜
金
は

貞
明
皇
后(

大
正
天
皇
の
皇
后)

に
も
引
き
継
が

れ
、
市
営
時
代
い
っ
ぱ
い
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
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そ
の
年
、
養
育
院
は
渋
沢
栄
一
に
よ
る
私

営
か
ら
東
京
市
営
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
市

か
ら
の
運
営
費
支
給
は
無
く
、
渋
沢
と
慈
善

会
に
よ
る
資
金
集
め
で
運
営
を
続
け
て
い
ま

し
た
。

東
京
府
内
の
貧
窮
者
は
増
え
る
一
方
で
、

本
所
長
岡
町
の
養
育
院
で
は
、
定
員
一
五
〇

人
の
老
朽
化
し
た
建
物
に
六
〇
〇
人
以
上

も
収
容
し
、
厳
し
い
生
活
環
境
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

宮本孝一
老年学情報センター

下賜金と慈善家からの寄付金を基本財産とし、

その利子を養育院の運営資金とした



宮内省に下賜金を受け取りに行った記録

（東京都健康長寿医療センター所蔵）

下
賜
金
開
始
後
、
皇
室
と
養
育
院
の
関
わ
り
が

始
ま
り
ま
す
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）年
刊
行
『養
育
院
七
十

年
史
』
」
に
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
か
ら

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
ま
で
の
四
一
年
間
に
、

約
三
〇
の
皇
室
関
連
の
出
来
事
（
毎
年
の
下
賜

金
や
、
皇
族
や
宮
内
省
の
視
察
、
視
察
後
の
寄
付
、

土
地
の
下
賜
な
ど
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
以
降
は
、
一
九
四
三

（
昭
和
一
八
）
年
ま
で
毎
年
の
下
賜
金
拝
受
の
記

載
が
あ
る
の
み
で
、
そ
の
他
の
皇
室
関
連
の
出

来
事
は
一
件
の
み
と
激
減
し
ま
し
た
。


